
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

七

七

号

日
朝
交
渉
を
担
当
し
た
外
務
省
幹
部
に
対
す
る
当
時
の
外
務
事
務
次
官
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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日
朝
交
渉
を
担
当
し
た
外
務
省
幹
部
に
対
す
る
当
時
の
外
務
事
務
次
官
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

朝
日
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
船
橋
洋
一
氏
の
著
書
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

朝
鮮
半
島
第
二
次
核
危

機
」
（
朝
日
新
聞
社
）
の
四
十
一
〜
四
十
二
頁
に
、

「
二
〇
〇
二
年
一
月
、
野
上
は
辞
任
し
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
の
竹
内
行
夫
が
外
務
事
務
次
官
に
な
っ
た
。

引
継
ぎ
に
当
た
っ
て
、
野
上
は
竹
内
に
こ
の
極
秘
案
件
を
明
か
し
た
。

竹
内
は
野
上
に
言
っ
た
。

『
田
中
均
と
い
う
の
は
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
笛
の
音
に
つ
ら
れ
て
、
つ
れ
ら
れ
て
い
く
と
、

川
に
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
怖
さ
が
あ
る
』

『
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
き
男
』
は
、
ド
イ
ツ
の
昔
話
に
出
て
く
る
笛
を
吹
き
な
が
ら
ネ
ズ
ミ
を
川
ま
で
お
び
き
寄
せ
て
溺

れ
死
に
さ
せ
る
男
の
話
で
あ
る
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

二
〇
〇
二
年
一
月
以
降
、
野
上
義
二
氏
が
船
橋
洋
一
氏
の
取
材
に
応
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

三

二
〇
〇
二
年
一
月
以
降
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
と
し
て
の
身
分
を
有
す
る
期
間
に
竹
内
行
夫
氏
が
船
橋
洋
一
氏
の
取
材

一



を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
。

四

事
務
次
官
の
引
継
ぎ
の
過
程
で
、
竹
内
行
夫
氏
が
野
上
義
二
氏
に
「
田
中
均
と
い
う
の
は
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。
笛
の
音
に
つ
ら
れ
て
、
つ
れ
ら
れ
て
い
く
と
、
川
に
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
怖
さ
が
あ
る
」
と
の
趣
旨
の

発
言
を
し
た
事
実
が
あ
る
か
。

五

外
務
省
は
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
外
務
審
議
官
と
し
て
田
中
均
氏
が
行
っ
た
北
朝
鮮
と
の
交
渉
に
つ
い
て
懸
念
を
有
し
て

い
た
か
。

六

外
務
省
は
「
田
中
均
と
い
う
の
は
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
笛
の
音
に
つ
ら
れ
て
、
つ
れ
ら
れ
て

い
く
と
、
川
に
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
怖
さ
が
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


